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である｡まだ間に合うやるうかと永田に聞

こちノ

と､ああと言う｡娘の紅と夫で出かけた｡

市役所のあたりに着くと'

やまぽこかね

から'いろいろな山鉾が鉦をっくり進んでくる｡人出に亀

の花の絵のほうは

きりと描いたものはわ

通りを下がって行くことにした｡どの山鉾趣向を凝らしているが､わたしは山鉾より

は話し好きで､この扇子は宮脇

もそこに乗って身振りをしたり､筒をふいて

ひ

いる人たちの浴衣に惹かれた｡どの浴衣もな

品でと教えてくれる｡そういえば､

しにせ

テレビで扇子の老舗を紹介していたこ

すい

んときっはりと粋な男らしい柄だろう｡出

ふや

があったっげ｡麹屋町だったと思う｡

いるのはすべて男性ばかり｡祇園祭は田新ソ桧のた｡

河原町通りを歩きながら一軒

を目のあたりにして見たこ

ついた｡女性用の小物を扱う

このとき買った扇子は重宝して､すっかり
身になじんだものとなった｡いつのまにかお

しょうゆ

醤油やコーヒーのしみがついて､折り山のところもすり減りかけていて'人前でつかうの



は恥ずかしくもあったが'新しいのを買う気にはなれなかった｡それをどこかで無くしてしまったと気がついたときは､変に落ち着かなかった｡上等の品ではないが､わたしにはあの扇子がいちばんいい｡

おなじ品を国際会館の売店で見つけたとき

はうれしかった｡扇子はよく出し入れするから､よくわすれる｡この二本目もよそに置い

今､その頃の歌を読みかえしてみるとへ　扇

子が返ってきたのは九月二十一日のことだっ

がん

た｡その翌日､京大病院で癌であることを知らされた｡晴れた風の強い日にわたしは､返ってきた扇子をもう一度自分のものにすることができて､次の日に起こることも知らず無邪気に喜んでいたのである｡

小物のもうひとつは筆入れ｡これも紅と一

てきたが､場所はわかっている｡高知

に買ったもの｡紅が大学に入った年､受験

いす

をしたとき､椅子のうえに置いて

され､大学生活が楽しくてしょうが

たのである｡問い合わってくださった｡

秋草を青くまれ風の

れるとへ　わたしも青春時代を

ている気分になり､どこに

今から思うと､われながい時代たった｡

ら､わたしたちは京都
まり行ったことがない｡

一回､清水寺に行ってみようと言い出したの
はどっちだっただろう｡おのぼりさん気分で地元を歩くのも新鮮でいいものである｡三年坂　(産寧坂)　は両側にいろいろな店が並んでいて､出たり入ったりしているうちに気特がだんだんハイになってくる｡

袋物や､きれ地を扱う小さな店があった｡

ちりめん

縮緬や友禅でこしらえた小物の数々に夢中になった｡日本の文様が懐かしく美しく思われたのは､実家が呉服屋であったせいかもしれない｡この店で小さな印鑑入れと眼がね入れを買ったのは､今考えても正解である｡眼がね入れは筆入れとして使い､何年も使い続けて上の方の四分の一は布がすり切れへ無くなってしまって'下地だけの無残な姿になってしまっている｡

縮緬地に花柄や葉が染めてあるが､元の色

がわからないほど汚れている｡何度買い替えようと思ったかしれないが､どこのお店に行ってもこれ以上の筆入れが見つからない｡｢三年坂にもう一度行こ｣　と紅を誘うが､彼女はなかなか乗ってこない｡母子でうきうきと出かける年齢はお互いに過ぎてしまった｡年齢だけではない｡体力も時間も分け合えるほどの余裕が､いつのまにか無くなってしまったのだ｡　　　　　(かわの･ゆうこ｢塔｣選者)
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